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放課後の境界線 

1. 露見する想い 

「遅くなってしまった。でもこれで学校祭には間に合いそうかな。」 

 僕、山田宙敬（やまだひろたか）は生徒会の仕事を終え、教室に戻って行った。今日は期

末テスト最終日で、全面的にクラブ活動を中止することになっていた。 

 

（みんな開放感ですぐに帰宅しただろう…何人かは僕のように残っているかもしれないけ

ど…少し勉強してから帰るか…） 

 僕は、教室の前で足を止めた。 

（ドアが閉じてる…？） 

 

 僕が少し不思議に思いながらもドアを開けると、そこには女子生徒が 1 人教室の中央の

椅子に座っていた。ドアが開いたことで驚いて僕の方を見た彼女は、鈴木路子（すずきみち

こ）だった。 

（あれ？彼女の席は斜め後ろだったような…教室の中央にある僕の席とは少し離れていた

はず…） 
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 僕が自分の席に近づくと、彼女は慌てて席を立ち、去ろうとした。 

「あ、僕の席…」 

 彼女が座っていたのは、僕の席だったのだ！ 

 

「ごめんなさい！山田くん…カバンがないからてっきり帰宅したのかと思って…」 

 彼女は、慌てて席を立つと、机の上の荷物を片付け始めた。 

「いいよ。このままで…僕はここを使うから…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 彼女は、僕の言葉に安心したように緊張していた表情を崩すと、スカートを整えて僕の席

に深く腰掛けた。僕は、隣の席の女の子、蛭田有香の椅子に座って、鞄から教科書を取り出

した。すると、彼女は、少し残念そうな表情をしたように見えた。 

「鈴木さんも勉強？」 

 

「ううん…これ読んでたの…」 

 彼女が見せたてくれた本には、『催眠術』とタイトルに書かれていた。鈴木路子は、美人

でスタイルも良かったが、掴みどころのない不思議な雰囲気を持つ女の子だった。そのため

か、その恵まれた容姿にも関わらず周囲から、距離を置かれていたのである。 
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「催眠術？誰か掛けてみたい人がいるの？」 

僕は、何気なく彼女に聞いた。 

「うん…あたし…自分を変えてみたくて…」 

（自己催眠ってことか…前向きないい子じゃないか。） 

 

 僕は彼女に対して好印象を持ち始めていた。しばらくすると… 

「あたし…自分の席に戻るね。」 

 彼女は、そう言うと、僕の席を立ち、僕が今座っている席の後ろ、本来の鈴木路子の席に

座った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「山田くんも元の自分の席に戻っていいよ。」 

 彼女の声が後ろから聞こえてきた。 

「いや…僕はここでいいよ。」 

 

 僕のその声を後ろで聞いていた彼女の表情が険しくなっていたのを僕は気づかなかった。

しばらくすると… 

「そう…そんなに蛭田さんの席がいいの？」 
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2. 茜色のトランス 

 彼女は、僕の座っている背もたれに貼られた「蛭田有香」というシールをなぞりながら、

問いかけてきた。 

「椅子なんてどれでも同じでしょ？」 

 僕は、イラッとして、振り返って彼女と向き合った。 

 

「そう…それなら…」 

彼女は、席を立ち、僕の手を取った。柔らかく肌触りの良い感触に僕のカラダは、彼女に

誘導されてしまう… 

「あたしの席でもいいってことだよね…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その言葉に僕は我に返った。 

「どうしてそんなに席にこだわるんだ…」 

「いいから、座って！」 

 途端に彼女の口調と態度が豹変した。 
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彼女は突然、僕の手を離し、後方に軽く押した。その力は、強くはなかったが、僕は、バ

ランスを崩し、倒れかかる。その僕を何かが受け止めてくれた。彼女が座っていた椅子だ。 

（助かった…） 

 僕は、そこに椅子があったことに感謝した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夕日が教室の床を濃い茜色に染め上げ始めている。教師の見回りがある 6 時までまだだ

いぶ時間があった。僕は、彼女がさっきまで座っていた『鈴木路子』というシールが貼られ

た椅子に座っていた…目の前には、彼女が「上手く行った」とばかりの表情で立っている。 

 

 背筋にゾクりとした感覚が走る。椅子に残された、彼女の生々しい体温。服越しに、じっ

とりと吸い付くような熱が僕の身体に伝わってきた。ぷるんっと身震いしたが、その温もり

が僕の心をつかみ、頭の芯をとろんと痺れてさせていく。 

 

僕は、足を揃えて椅子に深く腰掛けていた…そう、先ほど僕の席に座っていた彼女と同じ

姿勢で… 

「ようこそ。あたしの椅子へ…お行儀よく座ってくれたね。」 

動揺する僕の前に、路子は、そう言って僕の頭を撫でてきた。 
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彼女の顔が、僕に触れるほどの至近距離にある。彼女のしなやかな手が心地良く顔を背け

られない。 

「すごい！こんなに思い通りいくなんて…」 

 

 彼女は、小声でそう言うと、言葉を続けた。 

「今からあなたの心の中にあたしの魂が乗り移るんだよ💕あたしの目をよく見て…」 

（乗り移る？これは催眠術なのか？くっ…この包み込むような感じ…おう鈴木さんから目

を逸らすことができない……） 

 

 僕は、更に深く椅子に座り直してしまう… 

（椅子ってこんなに心地良かったのか…いや…これは鈴木さんの椅子だからなのか…） 

「わあ！あたしを感じてくれてるだね💕嬉しい💕」 

 

 路子は、僕の感情の変化を読み取り、そう囁くと、僕の目をじっと覗き込んできた。彼女

の茜色の瞳が、僕の蒼い瞳と混ざり合い…ピンク色に染まって行く… 
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3. 桃色の覚醒 

彼女の規則正しい呼吸の音が、僕の耳を通して脳内で波のように響き、彼女の甘い匂いも

鼻腔に侵入してくる。 

「感じるでしょ？ あたしがあなたのカラダの中に侵入していくのを…」 

 

 彼女の唇が小さく動く。その声は、耳から入って脳の奥深くに直接染み渡るような、不思

議な響きを持っていた。僕は無言で頷く。 

（…感じる……鈴木さんが僕の中に入ってきてる…） 

 

 彼女の瞳を見つめ続けるうちに、思考の霧がパーッと晴れていくような、深い沼に沈んで

いくような感覚に襲われた。自分が男であること、山田宙敬という人間であることの感覚が、

境界線ごと崩れ落ちていく。 

 

「繰り返して…あたしは、路子…今は自分のカラダを離れて新しいカラダにいるの…」 

 彼女が再び紡いだ言葉が、今度は僕の喉を震わせた。 

「……あたしは、路子……今は自分のカラダを離れて新しいカラダにいるの💕」 
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自分でも驚くほど自然に、路子と同じトーンで言葉を繰り返していた。いや、もう「繰り

返している」という意識すらない。彼女の紡ぐ言葉が、そのまま僕の心の本音として湧き上

がってくるのだ。「路子」と声に出すことに抵抗がなくなっている。 

 

「うふふ……ちゃんと入れたようね、路子ちゃん。」 

「僕が……路子……」 

 僕は、路子の言葉をトレースするように無意識に口に出した。 

 

「そうだよ。僕、だなんて……なりきってるのかな？山田君になってどんな気分？」 

「何だか……ドキドキする……」 

 僕は、自分の胸に手を当てて路子に答えた。 

 

「やっと手に入れた念願のカラダだからね。」 

「……そう……やっと……手に入れたんだ……このカラダ……」 

 路子の言葉を従順に繰り返す僕を見て、路子の表情は狂喜に溢れていた。 

「可愛いわね💕あなたは……」 
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「僕が……可愛い……？」 

「ええ……あたしの魂が入り込んでるんだから、そうなっちゃうんだけど……」 

 可愛いと言われて、僕は、高揚感を抑えきれなくなってきた。 

 

「あら、嬉しそうな表情ね。」 

 路子が不敵に笑う。 

「だって…路子の魂が入り込んでるから…」 

 

「うんうん。今の目の前にいるあたしは……どうかな？」 

 路子が少し不安そうな表情で僕に尋ねてきた。 

「可愛いよ💕だって同じ路子だもん💕」 

 

 僕の言葉に、路子の表情はパーッと明るくなって、僕を抱き締めてきた。 

「こんなにあたしに染まってくれるなんて嬉しい〜💕それにあたしの魂があなたに乗り移

ったら、こんなにも可愛らしく愛おしくなるのねっ💕」 

 路子は、興奮を抑えきれず、自分の胸を僕に押しつけてきた。 
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4. 反転する意識 

「路子は、可愛いよ。」 

 僕は、その言葉を繰り返した。すると、路子は、また不安な表情になった。 

「本当に？」 

「うん！僕は、君ほど可愛くなれない…」 

 

 心底残念そうにそう言った僕を路子は、全力で否定した。 

「そんなことはない！あなたは可愛いわ💕今のあたしよりもピュアで共感力があって、最

高の女の子よ！」 

 

 僕は、路子の言葉を聞いて、ずっと路子が僕のカラダに乗り移っていて欲しいと思うよう

になっていた。視界が滲み、自然と涙が頬を伝う。涙を拭おうとした僕の指を路子が優しく

止めた。 

 

「僕は……もっと路子になりたい…どうしたらいい？」 

心からそう願う僕を見た路子は、すべてを勝ち取ったような表情を一瞬見せた。 
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 そして、また元の表情に戻ると、僕の耳元で囁いた。 

「着てみる？あたしの服を…」 

 その悪魔的な提案に僕は、すぐに首を縦に振った。 

 

「着てみたい…路子の服を…」 

 僕の口から出たその要求に、路子は、しめたとばかりにニヤリと笑った。 

「いいわよ💕きっともっと可愛くなれるわ…」 

 

 路子は、身に纏っていたブレザーのボタンを指先で一つずつ外していく。布地が擦れる音

が生々しく鼓膜を震わせる。美しい肉体が露わになっていく…普段の僕なら、女の子の着替

えを前にして顔を真っ赤にしていたはずだった。けれど、不思議と恥ずかしさは一端も湧い

てこない。まるで、自分が鏡の前で、自分の服を脱いでいるのを眺めているような、淡々と

した、底知れない昂揚感だけがあった。 
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「さあ、あなたも服を脱いで？」 

 路子は、僕の身体へ指示する。僕は、躊躇うことなく、自分の制服を脱ぎ捨て、路子が差

し出してきた彼女のセーラー服にゆっくりと腕を通す。 

 

女の子の制服。路子の服のサイズは僕と同じくらいだったが、胸のあたりが妙にスカスカ

として、自分の胸が小さいことに心細くなってくる。そして路子の体臭が僕の鼻を通して脳

を直接支配した。 

 

 路子がこの状況に興奮し、発した汗の匂い。他の人からすれば、決していい匂いではない

のかもしれない。だが今の僕には、それが甘酸っぱく、甘美なモノに思えてきた。路子の香

りが僕のカラダに染み込んで支配していく。着替え終えたとき、僕の中で何かが完全に反転

した。 

 

（あぁ、これでこのカラダは完全にあたし、路子のモノ💕） 

 ヒロタカの男のカラダ、その内側を占拠しているのは、「路子」という少女の意識。僕の

表情が路子と同じく小悪魔女子に変貌したのを路子は見逃さなかった。 
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5. 魂の等価交換 

「可愛く生まれ変わって、あたしに完全に染まってしまったようね、ヒロ君💕」 

 路子は、満足そうな表情で初めて僕の名前を声に出した。 

「ヒロ君？……今、このカラダはあたし、路子のモノだよ💕」 

 

 その僕の言葉に路子もその本心をさらけ出して喜んだ。 

「ヒロ君、あなたを器に選んで良かったわ。」 

「僕、いえ……あたしもこのカラダに乗り移れて嬉しい💕ねえ……あなたの座っている椅

子……あたしに座らせてくれるかな？」 

 

 僕がそう言うと、路子は少し驚いた表情をしたが、すぐにいつもの強気の表情となった。 

「さすがあたし……わかってる！」 

 路子は、席を立って僕に席を譲った。椅子の主が僕に移る。 

「うん……やっぱり自分の席の方が落ち着くね💕」 
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 僕は、路子の仕草を思い出し、椅子の上でそっと足を斜めに流し、座り直した。自分の手

を見ると、男のゴツゴツした手のはずなのに、なぜかそれがとても愛おしく、可愛いものに

思えてくる。 

 

「このカラダ以外の、服も、心さえも路子になってるんだよ💕」 

 自分の喉を使って、完璧な路子の心情を吐き出す。路子は、思い詰めた表情をしている。 

「そうだね……でもヒロ君の心も消したくない……ちゃんとあたしが受け継ぐから……」 

 

 路子は、椅子に座っていた僕を立たせ、そこに座った。僕は、自分の席が取られたような

気がした。何をするかと思っていたら路子は、僕のズボンを脱がせると、躊躇なく、お〇ん

ちんを取り出し、口に含んだ。その感触に僕の肉体が男としての反応を示し始める。 

 

「んっ💕あっ💕…」 

 僕は…路子のはずなのに…カラダが勝手に反応し嬌声をあげてしまう… 

「うふふっ💕こんなことをされても魂は、女の……あたしのままなのね……」 
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 路子は、僕のモノを美味しそうに頬張る。 

「あっ💕ダメ……こんなこと……」 

「気持ち良くさせてあげるわ💕最後に男の子としての快感を味わいなさい！」 

 路子のその言葉に、僕は、自ら腰を動かしてしまう。 

 

「ああ💕いい……💕あたしのナカ……」 

「いらっしゃい💕あたしがすべて受け止めてあげる💕」 

僕は、喘ぎ声を我慢せずに腰を振り続けた。やがて路子の顔を抑えると、ついに精液を路

子のカラダに注入してしまった。どくっどくっどくっ。僕のナカから何かが消えていた。 

 

快感が収まり、罪悪感にとらわれる僕に対して、路子は、僕の精液を美味しそうに飲み干

していたが、やがて彼女の雰囲気が一変した。 

「…あれ……僕……？」 

 先ほどまでの小悪魔が浄化されたような、透き通った瞳をして呟く路子。 
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6. ヒロに染まる路子 

「路子ちゃんにカラダを乗っ取られて…」 

 路子は、自分の姿に驚いたのか、股間を抑え隠している。まるで本当に僕が路子に乗り移

ったかのように、かつての僕がしたであろう仕草と言葉遣いを再現する路子。やがて僕に気

づいて声を掛けてきた。 

 

「僕のカラダにいるの…路子ちゃんだよね？」 

 その「僕」にしか思えない路子に、僕も本当に自分が路子で、このカラダを乗っ取ったん

だと実感してきた。 

 

「あたしがヒロ君のカラダを使わせてもらうから…ヒロ君にもあたしのカラダを使わせて

あげたいと思って…」 

 その言葉を聞いた路子――僕の雰囲気をその身に宿した彼女は、一瞬驚いたように目を

見開いた後、ゾクゾクとするような悦びに顔を歪ませた。 
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 夕日が教室の床を濃い茜色に染め上げる中、僕――いえ、「あたし」は、目の前の光景を

じっと見つめていた。あたしの目の前で、ヒロの魂を宿した路子が歩き始めると、あたしの

脱いだ服を手に取り、身に纏った。胸元が少し苦しそうだが、とても凛々しく良く似合って

いる！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 彼女は、自分の中に引き込まれた僕という存在の感触を確かめるように、ゆっくりと深呼

吸を繰り返している。 

「ねえ、路子ちゃん。」 

 

 路子の身体から紡がれる声は、ヒロ特有のピュアな響きそのものだった。彼女は、カラダ

に宿った「ヒロの心」が感じていることを、ぽつりぽつりとゆっくりと丁寧に言葉にしてい

った。 

 

「僕…自分のカラダにいたときは、全然意識していなかったんだけどね、路子ちゃんのこの

カラダに入ったらね…」 

彼女は、言葉を区切り、白く細い指で、僕のゴツゴツした手の甲に触れ、そっと撫でた。 
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「とても清々しい気分なんだ！不思議だよね…まるで今までのそのカラダが借り物だった

かのように感じる…路子ちゃんはどんな気分？」 

（そうだった…ような…） 

「…あたしも…同じ気持ち…」 

 

 元僕の心情が路子の声として、今は路子となった「あたし」の耳に届き頷く。路子は、包

み込むような眼であたしを見ると言葉を続けた。 

 

「僕…路子ちゃんとして生きるよ！路子ちゃんも気兼ねなく僕のカラダを使って💕」 

「ありがとう…ヒロ君…でも…ずるいよ…カラダが変わっただけで、こんなにかっこよく

なっちゃうなんて…」 

 

 あたしを見上げる路子の瞳は、夕日の残光を浴びて、天使のように純粋なきらめきを放っ

ていた。「山田宙敬が持つ切ないほどの繊細さと優しさ」が、路子という美しい器と合体す

ることで完璧に視覚化されていた。 
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7. 彼のために 

 ヒロの魂が宿った路子を見て、あたしは、感激し、ヒロの魂を必死に呼び起こした。 

「…路子ちゃん…聞こえる？…僕に乗り移って、消えそうな意識をそのカラダに宿してく

れてありがとう…」 

 

「ヒロ君こそあたしの魂を受け入れて、あたしのカラダに入ってくれてありがと～💕」 

恥ずかしそうに頬を桜色に染め、はにかむように微笑む路子の姿は、この世のどんな女の

子よりも無垢で、最高に可愛らしく映った。 

 

「路子ちゃんを見ていると、元僕…ヒロも君のカラダを求めていたんだなって思う。僕が乗

り移った路子ちゃん、すごくステキだった！」 

言い終わると、僕…あたしの心が再び「路子」に戻る…路子も再び「ヒロ」に染まってい

く…凛々しい雰囲気に変わると、ヒロの椅子に堂々と座った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 20 / 26 

 

他の女の子が足を開いて座ったりしたら、がさつだとかだらしなく見えてしまう。しかし、

今の路子は、頼もしく、そして純真な様子が伝わってくる。その姿は、路子の肉体と融合し

たことで初めて見ることができた仕草だったのだ。 

 

あたしは、その路子に胸が締め付けられるほどの愛おしさを感じ、ゾクゾクとする昂揚感

を抑えきれなくなっていた。 

「どうしたの？路子ちゃん？僕に見とれちゃった？」 

 

（やだ……お腹がきゅんきゅんする💕ヒロをこんなに引き出してくれるなんて。） 

 あたしの心は…目の前の路子の…いえ、路子の肉体を得て輝くヒロの姿に魅了されてい

た… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路子に興味を持ち始めてから気づいた、首を少し傾ける仕草。それを無意識になぞってい

る路子。傍目から見れば本来の彼女の仕草だが、ヒロの魂が乗り移った今では、特別な意味

を持っていた。 
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 路子の愛情を、このヒロの喉を通して路子に伝えることで、彼女を…いえ、愛する彼を包

んであげたかった。路子の身体が、あたしのその言葉を聞いて、最高に女の子らしくポッと

頬を赤らめた。あたしは路子……彼の元に椅子を引き寄せ、彼を強く抱き締めていた。 

 

あたしたちは、再び服を脱ぎ捨てた。異性同士で裸になって見つめ合っている状況は、少

なからず照れがあるものだ。けれどもあたしたちにとっては、見慣れた元のカラダだ。路子

は、あたしの胸に優しく手を触れた。ピクンと反応することで、あたしの精神がこのカラダ

を支配してるって実感できる。 

 

「路子ちゃん……そんなに感じちゃって可愛いよ💕」 

あたしも路子の胸に触れる。 

「あんっ💕」 

 と可愛らしく路子の声で快感を漏らす彼。その瞳が再び透き通っていく… 
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8. 愛ゆえに 

「ヒロ君も感じてくれてるんだね。いいよ。我慢なんてしなくて…」 

「うん💕」 

 路子の弾力のある胸から、とくんっとくんっと鼓動があたしの……この手を通して伝わ

ってくる。 

 

（女の子として感じているんだ…彼をもっと気持ち良くさせてあげたい！） 

路子も同じ気持ちだった。それから、あたしたちはお互いの胸を刺激し合った。初めて感

じる異性のカラダは、魅力的でお互いを更に理解することができた。やがて路子は、恥ずか

しそうに股を広げてあたしを誘った。 

 

しかしその表情は、無理に不安を隠して笑っているときのあたしであることがよくわか

り、彼女のカラダも小刻みに震えていた。 

（あたしのカラダで勇気を出してそうしてるのね……） 
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 あたしは、立ち上がると、路子にブラとショーツを渡した。 

「え？」 

 路子の驚き、やがて泣き出しそうになる。 

 

「どうして！？僕、頑張るから…路子ちゃんとして…最初は上手くできないかもしれない

けど…女の子としてきっと路子ちゃんのその新しいカラダを満足させるから…」 

 必死でアピールする彼を、あたしは抱き締める。 

「怖いよね……ゆっくり深めましょう…」 

 

「僕が！…僕からじゃないと…」 

 言いかけた彼の…路子の唇をあたし…ヒロの唇が強引に塞ぐ。柔らかい感触があたしに

伝わってくる。唇を話すと、自分…路子の唇に触れ、あたしの愛情を実感する彼。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「大丈夫よ。あたしはずっとここにいる。」 

 それを聞いた彼は、路子の顔で再び泣き出しそうになった。でもその表情は、先ほどまで

と違い笑顔に溢れていた。 
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「あたしも…このカラダに慣れて、ヒロ君を悦ばせるような自信がついたら…しよっ💕」 

「そうだね…僕も路子ちゃんのカラダに慣れるね。」 

 いじらしくもお互いのカラダを想い、その場でのセックスを取り止めた二人。行為に及ぶ

以上に貴重なモノを得ていた。 

 

そんな雰囲気を少し誂うように、あたしは小悪魔的に彼をたしなめる。 

「あたしのカラダに慣れるって……オナニーばっかりしちゃ、嫌よ〜（笑）」 

「路子ちゃんだって……男の性欲に負けて 1人エッチばっかりしないでよね！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 彼もあたしに負けずと釘を刺してくる。そんな言い合いをしていた二人は、心から笑い合

い抱き合った。お互いの魂と肉体が完全にクロスしたこの世界で、あたしたちはもう、引き

返すことのできない領域へと足を踏み入れていた。 

 

 最後にあたしは路子のセーラー服を、彼はヒロのブレザーに着替えたところで、苦笑いし

たのはご愛嬌だが… 
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9. 響き合うふたり（宙敬意識残存エンド） 

――そして、日常が戻ってきた。 

 お互いの心が入れ替わった状態でも、どうしても埋められないものがあった。それは記憶

だ。でも二人にとって、それはむしろ好都合だった。空いている時間を見つけては、自分た

ちの過去をおしゃべりすることで、その記憶を新しいカラダに取り入れていく。 

 

 そのおしゃべりの時間を楽しめるよう、神様は二人の記憶だけは、カラダに残したままな

んだと、二人は感じていた。お互いを認め合い、愛し合うことで二人は人として成長し、両

親はもちろん、周囲からもその交際を心から祝福されるようになっていた。 

 

（路子ちゃんが僕に乗り移ってくれなかったら…こんな気持ちになれなかっただろう…僕

のこの気持ちは、路子ちゃんの催眠術によるものなのかな？それとも僕の中に、女の子にな

りたい、路子ちゃんになりたいっていう隠された願望があったのか？） 

 

 意識が僕のとき、ふとこんなことを考えてしまう…だがすぐに今のこの幸せな生活にそ

の考えは吹き飛んでしまう。 

（どっちでもいいか…でも…もし…催眠術による効果だったら…解けそうになったら…も

う一度掛けてもらおうか。） 

 

 僕たちは表向き、元の男子高生と女子高生として過ごしている。僕たち以外と話すときは、

カラダに合った言動を演じている。お互いに理解し合ってるからこそできることだ。そして、

僕たちの間には、誰にも言えないささやかな秘密がある。 

 

 僕が座るのは、路子の温もりが染み付いた椅子。彼女が座るのは、僕の純粋さが溶け込ん

だ椅子。授業中、先生の声が遠くで響く中、お尻から伝わる椅子の感触が、僕の中の「路子」

を呼び覚ます。 

（そうだ、あたしは路子なんだ……） 

 

 演じていた「僕」の仮面が剥がれ、路子の意識が僕を支配する…あたしは周りに悟られな

いように、路子のように足を美しく流して座り直す。ふと斜め後ろの席を見ると、そこには

どこか凛々しい表情で、同じように座り直す路子の姿があった。揃えていた足が、ぱかっと

豪快に開いている。彼女、いえ今は彼か……もまた、ヒロをその身に宿しているのだろう。 

 

 あたしの座っている椅子には「鈴木路子」と、彼の座っている椅子には「山田宙敬」とい

う名前のシールが貼られている。だが、それを教室で不思議がる者は誰もいない。二つの椅

子の間で、僕たちの心は今も入れ替わり、響き合っている。 
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10. 響き合うふたり（路子乗っ取りエンド） 

日常という名の仮面劇が、再び幕を開けた。――すべては、あたしの計画通り。あたし、

路子とヒロ君のカラダは、入れ替わっている。あたしの催眠術により、あたしの魂を彼のカ

ラダに上書きすることに成功した。そして、元のあたしのカラダには自己催眠によりヒロ君

の魂を宿したのだ。ずっと見てきた彼…あたしのカラダを彼色に染めることは容易かった。 

 

 お互いの心が入れ替わったことで生まれる記憶の空白。それさえも、あたしにとっては極

上のスパイスに過ぎない。空いた時間、あたしとなっているヒロ君にこのカラダの記憶を都

合よく刷り込む。一方、路子の肉体から過去を聞き出し、このカラダに取り込む… 

 

「神様が記憶だけはカラダに残してくれたんだね」なんて、ヒロ君は純粋な瞳で信じ込ん

でいる。愛おしいほどに無垢な彼。お互いを認め合い、愛し合うことで、あたしたちは周囲

からも祝福される「理想のカップル」だ。外見は、男子高生と女子高生。あたしたち二人以

外と話すときは、お互い肉体に合った言動を完璧にトレースしている。 

 

いま、あたし、路子は、ヒロ君の肉体で元の自分の路子の椅子に座っている。座り慣れた

椅子のはずだが、お尻が変わったせいか伝わる感触が異なっている。あたしは、椅子に潜む

「鈴木路子」のドロドロとした独占欲を激しく呼び覚まし、ヒロ君の肉体に取り込む。 

（まさか、あたし路子が、ヒロ君のカラダに憑依してるなんて誰も思わないでしょうね…） 

 

 脳髄を焦がすような狂喜が、男のカラダの底から湧き上がってくる。あたしは周りに悟ら

れないように、この男の衝動を、あたし、路子の情動で抑え込むと、かつてのあたしのよう

に足を美しく流して座り直す。ふと斜め後ろの席を見ると、あたしの柔らかい肉体に押し込

められた、愛しいヒロ君が座っている。 

 

そこにはどこか凛々しい表情で、同じように座り直す彼の姿があった。揃えていた足が、

ぱかっと豪快に開いている。あたしの身体を使って、あたしを誘惑するかのように、密やか

に存在感を放つ彼。あたしの心は高揚し、ゾクゾクとするような優越感が全身を駆け巡る。 

（やっぱりあたしのカラダには、ヒロ君、あなたの魂が愛おしいほど似合うわ💕） 

 

 あたしの座っている椅子には「鈴木路子」、彼の椅子には「山田宙敬」の名前のシール。

主の入れ替わった二つの椅子の間で、あたしたちの心は今日も響き合っている。もう二度と、

元のカラダには戻してあげない。この狂おしい秘密の檻の中で、ヒロ君、あなたは一生、あ

たしの色に染まり続けるのよ… 


